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A,riは簸鹸系列を示すp.防蝕虚恐竜ス1)ン N-).3,

m 4.-7<O-6 Iご鹿 々に頴斑が深められるのは蝕痕に

あらず,幼魚の塊毛が附脅 してあるものであるC,
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｢ロテノン｣を主成分とせる--一･防触剤の効果

宿 主 武r三

尊宅若しくは朝潮勿が据曲の裾射二よって蒙る損宮の頗る大なることは本誌創刊髄に於いて
(1)

指摘せられlこ).TrであるO毛構物保護の巨川'･Jには昔から樺順,Naphtlla】clle,PamdiclllorobellZCllC

の如き忌避剤を毛織物保存容掛-11に入れるを 常として居るが､此JJ瀧 によっては饗機上光条に
(望).(:i)

防蝕のE川'.Jを達し難きことは屡月旨摘せられた櫛である｡
放近に至G)武居博士はロテノこな主成分とせる-一種の防蝕剤を創製したのであるが.基の防

(.1)
触敷鵜は従魂rlK♪られた防独創に比して頗る機密なるもの 如ゝく兄は)ち(｡IL旧】保治氏rD本刑を

朋ひて行ひたる試験成横によ摘まモス1)この場飢こ於いても亦宅布の場合に於いても井の寵塵
(･l｢)

のて誌 ro)蛤 に防独創 洞 ひたる場餌 は舶 用 蝕の測 服 することが如 才胤.
斯くの如く此の防触剤の健秀なるは殆ど疑な容れないと考へられるが,しかし､猶はこの防

蝕剤に輔しては研兜すべき幾多の開腹bV1-･する｡晋潜は東都帝細大拳良品掛刑死寮に於いて奪

川教授指導の下に此の新防轟剤につきてIll出氏とは少しく興る観鋸から饗験,を行ったので蝿の

結果につきて報告したいと恩ふ｡華験に常 )々て指導をして下さった春日故授地に色々と御援助

を傾いたtl佃 保治､宮島式郎蚊に松尾兼l朋l;q)諦矧 こ射して深 く感謝する次発であるL､

賓 験 の 方 法

試験動物としては山田氏の場合と同じくヒメマ)Lカツヲ/シムシunthre11uSVerl,舶CiL.)

の幼最新 日ひ､用舶よ白色モス1)ンであるL,供試モーu ニーは唱和1311=･4月洩式加熱法によそ)て
斯防蝕剤を以って魔球したものであわて､モーJlリこ.に射せる有救成分添Tvn最0)刺創ま攻の適で

ある〔

供試モスリこ/-#拙 者欺成分吸着畳

旦塑
loo()

0.66
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No/4

No.5

Nll.6

既槍カ･法を略述すiLば-一風fIi横別 け る服式モ!,I)この小片を小い附子研 削こ入れ､梅暦に

唖一･潮のヒメ･目しカッブブシム-1を入れた｡斯くした珊tl寸はヒメマルカツヲブシムシは良物の

眺乏身魂すtl刺よ基氏をする弓削 桐 ミLirlるから､それを避ける満であるL,

腸式動物は乾馳せる讃即鋸こて桐育Lナこ幼曲で鋸 )て成るべく其の齢及び大きが略は､同様なる

ものIi,rFT封刺 捌 け るやうに努めたO.描己の郁子轡瓶は-蔑視鹿紬二一定温鹿に保護して触鑑の

模様枕に幼曲の免存口数等を観察した｡.

防触翻0)敢某の判定は防蝕鹿理を施したモスリ二を試験動物か鹿喜するや否やによって行ふ

ことが出凍るoLかし防蝕教範を定馴伽こ決定せんとするには勘こ喰筈が行はれるか否かを険

するだけによっては不充分である｡〉因って筆者の寛故にあっては防触塵均主を施されたるモスtL

Lか食害されるや否や､喰苫が行はれる場合には喰喜する分漫如何､投に喰常した虜釧こ於け

る供拭動物の生存日数が如何に蟹化するや.酒は丈魔球をしナニーt-ス1) Lを喰LIた場合に死曲の

取する削合如何等を調査し､之によって防蝕欺範を定量的に決起せんと訊みたLlしかし供試曲

O)数枚に基の地の事柄の満に上絹の日的勧服印加こ果すことが出兼たのみであった｡

嘗 験 結 果

第-賓験.供試モスt)ンは NO.1,N｡･3,N日.5であわ郵相陰としては無塵埋Fe･ス1)ンな
)1Jひた｡幼魚酵化後の日数によりて薬剤に封する夜鷹に差典あるやも知れないこと凱臥ひ攻の

三種の幼蝕を用ひたO

系列A 嫡化後1川 の幼魚

系列B 卿化後15日の幼鵡

系列C 僻化後20日の幼晶

幼蕗の窮IT'･日数に関する調査成機は第1衣に示す通りである O
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第1来 賓A級日)に於けるヒメマJV カ ツヲブシムシ幼亜生存 日数

讐需 品r漂 I 1 2 二 三W.3 .} 7 - 0巨 再 議 (定 7-J

辛

車 .5 7 11 1三i l三; 1,11=1.rJ) i(.I).10 '211法 1!i1三i lr) 1Li 17 17 120 .12 13.i(与 1:之 1:i l;i ltj.'lti17 18 19 .2L3 -

司 書 5 17 2.1=t35 2絹 2(J 三号2 4.1-.1.1 5Il ii()..I20 29 舶 51 (は く15 (.'15 7ごifii2107. (汁..,3L35 4ミ3 4王手Ai7 舶 51 C)5 7三‡8,OllO'2 T)札O

I兜･験開始････-帽榊13年7月llヨ秤

猶はこの度験に於いて日数の紛 軌と-1r;-に幼魚が死んで行く有機を調査 した結果は鼎 2衣に示

す通()である0

第望表 兜 尭 鮭 過

10日 間 15日 周 L3

柁 虫 数桓 率中 也 数恒 率嘉死 虫

No,1 ii 10 1,i.1() 1.r) ･1,7 tlR

Nu,:i lS ∴り 別.;泣IL);与盟

'22日 間 傭 撃

壬,0,i托 虫 車 蛸 /qi

卜㍊ 1:70三ト.
】

*最後の1頭は26日日に死んだ.如給食値の供釈放は位に4頭に過 ぎなかったから官分率

を算出 しなかった｡

今､系列A,fi,Cの区別をせずに幼鹿の塵在日数の平均債を〕酎托して見ればご欠の通qjとなるLl
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代試･亡:･J.I)ニN｡.i jul士1111=-15.6土0･7

', No.3 MIL-士1111r-15.2士0.8

3･ N(I.5 1tlr,j=m r,-1'1.5士O･9

供訊七二u)ニlJ)興るに従ってや均姓:.llTj敷帖 こ桃紺蜘こ有意義の差があるか香かを計辞して吹

0)如き数億射馴こL,
nfl-Rl,.

I,'mr+ 1115 1JL'1-' .′ノ芯喜芋 蒲 で 州' -'11封-1溌

lM1-蟻 nr:i-帆 ,
7--.,-.---., ≒()ll),一一-)-j =〒 軒 ≒118, ≒2.9

箱1衣に掲冊 こ所を要約すれば略ほご)(の如く述べることが出塞るO光づ標準匿鋸も防蝕麗illlt!_
ヽ

を施さないモス.)こな以って飼育した場合には系列Aに方机､て準均与t三春日数は約30日にして之

が敢規f-1三拝購閲を示し,系列B及びCに於いては/1三イ川 は殆ど差無く札そ6OE=勺ケトビあっ た O

師も網化後11F=]0)射線は他のものに比して略は.甲介の長さの生存日数を示したO

防紬鬼均滝職 しナ二モスリ二を以って飼育し.1こ域創 二は:'ド均亜:fl--[l数は系列A,B,C間に於いて

一定の噸ll',Llあることを示さない様にIiltはれるO由ってA,a,C三系列を一･凧 こしてI,-Ll:均*.布日数

別 帯川した結恥は前橘の通りであってモスt)ンNo･1に於いて約15日､No.2に釦 ､ても約

15EIであ4)､No.5に於いて約12口であった ｡

之等の='Ll.･均生イ(-A日数射ヒ校するに､それ等の間の差は N0.1と N0.5との場飢こ於いての

み略は有忠義と夢へられる差を点しナこの品であるLl即ち巌も若い新曲は最も成長した如晶と比

較すれば少しく此の防紙剤の轟性に封する掘抗加が劣って屠るもの 如ゝ く見ゆるO

此の俊敏射 手ってゐる際に観察した所によるに無塩ガ1至のモス.)ンは朋に晶の蝕'Ttfを蒙ったの

であるが.防蝕融!陀 施した-i-ス1)この場飢 こあ()ては何才しの胴式モス1)ニ+にあっても触苦程
度は極めて小にして肉偶的には喰J謁:したか否かを殆ど識別し給餌 ､秘であったC.従って始め斑

喰する程蛙に｣卜.患i)てモスリ二や酌二喰肯乱射日成する程度に至らなかったからである⊂)〔第1問

版,I,A,B,C,i,3,5,〕

併しながら幼晶が防触鹿珊な行つナこモスt)二を嫌って少しも喰はすに.恥こ餓死したもので

ないことは無給食掛こ於ける平均生存目数が聖槍IEt"I.:の何れのI'll.-均/生.在口数に比醍しても大であ

ることからも推耕されるL､父.第 2衣に描けた舞死媒過からも推定することが出来るO即ち

第2衣によれば無給食隈に於いては壁敏開始後15日日に於いて俺に1頭死んだ0)であったに勤

し､防蝕麗甥沌施したモス1)二を輿へた場合には供試幼魚の50%乃棄70%位が死んで屠り,叉､

開始後20口にして燕姶良隈では約中敷が死んだのに卦して蔑除隊にあわては札そ90/Oi;■が死んで
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ゐるn此の結氷から考へ才しぼ供試幼魚は防触麗1:!l!.を施 したモスリニをも多少坤食し辛:ものであ
ることが推定されるO

今第2表に示した艶死経過に基きて各供試モス1)こな典へ1=場合IのE-,1数と死線準0)竹加との

闘係を園示すれば攻の通りである｡,

too
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5 JO IS 20 2申
,恥は供試屯ス1)ン LTo.1
樹は供試屯ス1】ン No.'tq

三角は供試モス1)ンYo.5

此の樹によer)てモスリンに防地盤棚を行ふに

常って朋ひナニる防糎剤'))吸着盤が大なるに従

ひ眺試加点の雛化して行くことが糾 ､ことを

明に見ることが出来る,:,供試モスリンNo･lと

Nll.3との間に於いては雅邦して行(油さには

殆ど差が謎められないが,No･5にあG)ては掲

死して行 く速さが著しく大である1-,

第二賛験 供試モス1)ニは No.2,Nu･4,

No.6の三種.供試幼晶は系列Aにあ町亡は婚

化後93Elの もの､系列別こあっては岬北後75

I二lの ものでd)つたO横山博二Lによ摘ま幼曲が

老熟に要する日数は少くとも凡そ121)口位である｡故に本聾歯に用ひた幼晶は断る敬宵の進ん

だものであったことがわかるし､

本賞敏一にありては唱和13牢 9月2JEI蜜峻開始より同年112月20日常勝を打研るまで幼曲は-一つ

も死するものが兼 く､父酸敗rLfに於いては肉眼的に謎め得る程度0)喰痕を造ることがなかっ

た(｡即ち剛 即iJには魔球-t ス 七㌧ は幼品の喰洋を殆ど魂れたものと言ひ得る｡〔第1Ⅰ臥臥 TI,

A,P･,2,4,6〕然るに無慮蛾モスt)二は感に喰宵を豪った.､その喰軒桁横は第3衣に示す･始り

である､

第 三主表 無塵理 -l:-ス リンに於 ける蝕痕面積

系列 個鯉番空を 1 49 O .主 5 ', .7

A ⅠⅩ_,空き.i X,10 1.X.,19 ⅩⅠ,15 ⅩI,'aLS 二X_1,90 XJ.:与∩加.1与 100 40.日 洲..1 2札0 90.+i ._ 9_0

ユ3 蝕ひ飴約 日 L7.,lo x,10､Ⅹ,15 Ⅹ,15 Ⅹ,18 Ⅹ,望6二.

(僻考) 両稗の単位 ミ13メ-歩-平方
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麓工事長にホす如く浦洩なるモJ.1)日射tl令､防仙頗l瞳 施して無い場合でも幼鵜は粗敏開始
と剛JI=に触宵を始めないが､或る｢1教の聞絶食した後には?l#_んに喰することを知るLl

さて､上述の如く此の斑験にあ4)ては供試糸は酬即机二は防触魔球を施しナこモス')ンな殆ど

喰することが無かった桜に見えたので 防蝕鹿理研 蝕したモス1)ンを典へたことが幼線の成長

に何等かの去糾弾を恥＼たが杏かを見る矧こ苦験打切 )̀の 口に幼曲の醍長姓に膿幅を測定して

見たO基の結恥は第4炎に示す通りであったLl

第 ｣表 J.1;i'験'jに於ける防蝕刺胞哩が幼亜成長に及ぼす影型

((3u11iLs=10.3m.111/)

系 叫 恒 痛憤可 No･LI i NoILi

r)L5.5士1.(1.

'111.7土0.I.1

5･川 土1.1

-3･1.4士0..5

49.(う士1.1

-25.0土().(;

N｡.tl' l 柾 準 位

如,H土.1.:i

Ll･t.'3土0.5

('1.11士().7

9･1.LI士O.7

5･1.5士0.7

'2･1.･1士0.7

･iH.H士0.1q

'15.Oよo.5

･191)士0.R

L25.0土O.8

.':)5.:-3士1.5

2,i.9士0.5

北の成能に遊きて無給食臥 機準瞳､防触鹿榔モスt)ン給典各拓の間に統計上有意味なる差

があるか否かを除して見た所によると､醒長にありては標準閲即ち無塩球のモスt)ンな給典し

たものと系列A,B両者のNo.4及びNo.Gとの間,挽びに標準陸と系列AO)NL).2との間にあわ

Tは有意義なる差があるを絡め,又.鰯 合食[!Fi.I;と瓢鹸匿系列AのN.).4との融二は蹴政義の差

異あるが細く見えたが基の旭の場合には差異勧組めることがLII兼なかったO膿の幅にありては

何れの園の間にも有意童なる差興を諌めることを得なかった｡之Ii,要するに防蝕鹿功捲施した

ヰス1j Lを給軸することは無給食に比してヒメマルカツヲブシムシの幼魚に射して著しく有宵

に作用したと言ふ罷酎劇ま充分ではない様には兇ゆるが､しかし多少の害があったのではないか

をJTal.はしめる｡無塵輔のモスt)ンを頻へ1:場合には隣地盛雄を施したモス1)ンを奥へた場合に

比して明かに成長が良好であったと言へる様に孝へら.れるが､之は常然であるとせねばならぬ｡

考 察

ロテノン製剤を以って毛織物に防鰍帥工を施す幡はと'メマルカツヲブシムこの幼曲に射して

忌避作吊を里す孝二とは山田保治氏の寛激戚覇に徹して明であるDしかし.毛織物のロテノン

吸着登が少い峠には明かにヒメマルカツヲブ シムシ幼曲の独得を被ったのであったo
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既述の如く筆者の葦駿にあってもヒメマルカツヲブ シムシの幼曲は防袖蒐理 を弛しナこモスlJ

二をp嫌ひ之を喰すること極めて少く､肉H馴IIJには殆ん描rl娘を認め難かつナ㌦ しかし､筆者0)

驚激に於いて幼晶が防蝕鬼瀬!を施したモスリンを嫌って之を喰はす葦に純良の結鵜として死ん

だものでなかったことは供試幼晶の塗布日数,TL,全然食物を典へない幼蝕の.I-f･:lf･日数と比較して

見れば推定し和る所であるし,即ちロテノン製剤は掛こ忌避剤として働いたのみではなかったこ

とがわかる.二,但し筆者の査掛 こカ机､ては幼魚の喰1.甑11極めて極微であって蝕痕研桁積を決志す

るを得なかった0)は遭憾であったo

さて帖 ‖相 成の馳 二銅 ては柑 毛粧約 ロテノン吸削 合 が 意 に削 て始め て 確

執 こ防地政基を岩したことになってゐる.然るに華宵の賢験にあっては吸着封 Llニロテノンの

沖恰研虹 意 ｢乃至昔 で描 地紋舶 Ⅷ ることを示したLl斯くの如く筆者の臓 と川
氏0)それとが一･見利達して居るが如(見えることには色 の々賄lげ あると琴へるL,例へば防蝕

塵糠漬の差異､矧姶方法rj)利連,供試幼晶の成長程度及び其0)数の祁追､試験期榊的長さの差
典等の榔きを轟け得るDしかし.鼓に常 が々放む純忠すべき一挙は著者の賓除にありては幼魚

を一頭づ 別ゝ々に用ひたものであり､殊に第JE-験にあ()ては幼占鋸よ極めて若いものであって､

ロテノンに封する抵抗力小さく､其のFIミ布期間が煩かったOその溺めに蝕露盤は極めて小であ

って蝕癌を.llE確に謎めることがrLh兼なかったことであるO

斯 くの如き加 から尊者の第-矧紅 あってはロテノン吸着の刺紺 品 の場- 於いて

も防触塵珊馴 由した;tス1)ンに蝕痕を作るに至らずして供試幼糸が死んだのであ(),矧 こ華骨

の葦険の如き傑作の下では北の程度のロテノニ【峻着意に1-A)ても1噺封那洩敗残を墨し1=準にな

ったのである｡

ロテノン吸着割合が意 の場創 二は若齢 虫臓 は15口綱 で死し､意 o)場飢 二は12日前

後で死んだoe卸も吸着剤倉が高い峠には投戯カも大であったことがわかる｡

第二矧助に机 ては祁常に成長が進み老熟朋も妄近づいた幼曲別 沌 た0)であるが､此の場合

に鮎 ､てはロテノン蛸 削合が意 の時には約90mの榊組 閣の終に於いても肉脚 的 掩

帳を謬め得なかったoLかしてロテノン吸着約 諾 の場合に於いては矧醐 船脚 馴こ至

りても猶は軸糸は/i:.拝して屠ったのであるから､驚験粍朋11を叢に長く娃長した場合にも幼轟が

果して供試モス1)ンに蝕帳勧乍らないであらうとは断定すること別浄ないO

之等の結氷から考へるに節約 葦槍結果から猷 ロテノン麟 割合が二去蒜 に至れば完-

ヒメー!ルカッブブシムシ幼商の蝕帯を防ぎ縛ると結論することは出流離いO即ち筆者の賓激成



ぎ

1只

能がllJFF低のそjt心 払やしも不一一致であるとは桔諭し得ないことは明であるo

結論及び概括

(1〕 ロテノンな三I三成分とする-防蝕剤の＼ヒメ-- Lカッブゾシムシ幼政に掛する防触敢某姓

に殿鼻敢基を知らうと試みたo
0.66 0.B3

(2〕洩釧 灘法にて射 冊 こロテノン吸着の蛤 が意 ,i.W ,｢百打 ,忘 ,
1.1(i
｢砺｢,-蒜 鋸 無地モーAI,ン楢 川ひ恒乱 欄 の鵬 に於いて野焼補 ったL.

(3) 此の防触酬 珊 化御 0-1御免の細 幼針 別納 既成分吸着の齢 意 であれば蝕痕

を認めぬ中に基rJ)潅 性 に よりて段鶴牧鵜を星した｡しかし.購化後75Flを経た濯熟に近づいた

朝敵 二卸し-亡は吸着剤舟意 で摘 慮駕基欄 摘 かった.淵 lども- 許りの賛助期間で

は肉眼的に認め印るやうな蝕痕を作るに至らなかづ子二.師も筆者が祈った艶駿の如き状態に於

いては触裾を兜れることが山水ナこと誇ひ得るO但し､北の結鵜に減って茸際の場飢 こ於いても

比の相生の防袖塵哩によって完発に陸地の杖果筏,剰ナ服も摘 Ji諭することは:tltl来ないO
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